
（別紙３）

～ 令和7年　11月　30日

（対象者数） 15 （回答者数）
11

～ 令和7年　11月　30日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラミング等、将来を見据えたシステムの導入を検討

しています。

2

より充実した支援プログラムの作成に向けて工夫を重ね、

支援の質を高めることで信頼の向上につなげていきます。

3

事業所開放行事を企画し、近隣地域の方々を招待すること

で、より一層の連携強化を目指しています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

引き続き公文式教材など利用しつつも苦手科目の克服につ

ながるようなIT教材の導入を検討する。また、英語教育、

プログラミング教育につながる学習支援も検討する

2

幼稚園・保育園・学校と定期的に情報交換ができる場（連

絡会・オンライン面談・書面での情報共有など）を設け、

児童の様子や支援方針を継続的に共有できる体制を整えて

いきます。

3

札幌市からの助言や指導を受けながら、外部評価との連携

について検討していきます。

さまざまな支援プログラムを計画・工夫しながら、児童一人

ひとりの強みや課題に応じた、個別的かつ総合的な支援を実

施していること

曜日ごとに多様な教室活動を取り入れ、「1回チャレンジ」

「一口・一切れチャレンジ」を合言葉に、苦手なことや初め

てのことにも前向きに取り組んでいます。未経験の食材にも

挑戦するなど、個々の経験が広がる活動となるように心がけ

ています。

ホームページ、Instagram、LINEを活用した情報の発信を活

発に行っていること

各種支援プログラムや行事の内容を積極的に発信し、児童や

保護者へ支援内容を周知するとともに、不特定多数の方々に

も認知してもらえるよう努めています。

事業所所在地の町内会および南平岸商店街振興組合に加盟

し、近隣地域の関係機関との連携を図っていること

近隣地域の関係機関が主催する行事に積極的に参加し、ス

タッフとしての関わりも意識して取り組んでいます。

第三者による外部評価とのつながりが弱いこと 比較的高額な評価機関が多く、継続して利用することが難し

い状況にあります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学習支援に特化していない 5領域に則したプログラムによる総合型の療育、支援を行って

いますが学習支援は、宿題の支援や公文式教材をやや利用す

るなどにとどまっています。一部希望される集中した学習支

援の対応には至らず体系的に準備に手間や時間がかかってい

る

近隣地域の関係機関との連携は進んでいる一方で、幼稚園・

保育園・学校等との連携は限定的になっていること

幼稚園・保育園・学校等とやり取りできる機会が少ないた

め、連携が限定的になってしまっています。

令和7年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービスわんぽ

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

令和7年　10月1日

事業所における自己評価総括表(放課後等デイサービス)公表


